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1. はじめに 

1.1 全体概要 
本書は、外為法関連業務の裏書業務（裏書情報登録／照会／取消）について書かれた、通関業者のための

操作説明書です。 

 

本システムについて 

本書は図の④～⑦を対象としています。 

 

※経済産業省 HPより 
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業務一覧 

通関業者が実施可能な外為法関連業務は、以下のとおりです。 

業務コード 業務名 業務概要 本書の参照先 

ＪＴＳ 外為法 電子ライセ

ンス情報照会 

許可承認証等（電子ライセンス）をシステムから添

付ファイル（ＰＤＦ）でダウンロードする。また、「輸出

許可」「輸出承認」｢輸入承認｣「事前確認（水産物）」

｢事前確認（ワシントン）｣「事前確認（かに）」「事前

確認（まぐろ）」「事前確認（オゾン）」の許可承認証

等（電子ライセンス）の残数を照会する。 

2.1 電子ライセンス（許可承認証

等）と残数を照会するには 

ＪＣＡ 外為法 通関業者 

指定 

許可承認証等（電子ライセンス）の通関手続き（裏

書）を依頼する通関業者を許可承認証等番号（電

子ライセンス番号）に対し指定する。 

3.1 通関手続きを依頼する通関

業者を指定するには 

ＪＣＩ 外為法 指定済み 

通関業者照会 

許可承認証等（電子ライセンス）に対し通関業者指

定済みの通関業者情報のリストを取得する。 

3.2 指定済みの通関業者を照

会するには 

ＪＣＣ 

ＪＣＣ０１ 

外為法 指定済み 

通関業者解除 

許可承認証等（電子ライセンス）に対し通関業者指

定済みの通関業者解除対象のリストを取得し、通

関業者を解除する。 

3.3 指定済みの通関業者を解

除するには 

ＪＴＢ 

 

外為法 裏書情報 

呼出し 

裏書情報の登録/訂正に必要な情報を呼び出す。 5.1 裏書情報の登録・訂正を行

うには 

ＪＴＡ０１ 外為法 裏書情報 

登録（輸出） 

輸出許可申請、輸出承認申請の裏書情報の登録/

訂正を行う。 

5.1.1 輸出の裏書情報を登録・

訂正する 

ＪＴＡ０２ 外為法 裏書情報 

登録（輸入） 

輸入（承認・割当）申請の裏書情報の登録/訂正を

行う。 

5.1.2 輸入の裏書情報を登録・

訂正する  

ＪＴＡ０３ 外為法 裏書情報 

登録（事前確認 

（原産地別裏書）） 

事前確認申請（水産物）の裏書情報の登録/訂正を

行う。 

5.1.3 事前確認（水産物）の裏書

情報を登録・訂正する 

ＪＴＡ０４ 外為法 裏書情報 

登録（事前確認 

（取引明細別裏書）） 

事前確認申請（ワシントン）と事前確認申請（かに）

と事前確認申請（まぐろ）と事前確認申請（オゾン）

の裏書情報の登録/訂正を行う。 

5.1.4 事前確認（ワシントン）、事

前確認（かに）、事前確認（まぐ

ろ）、事前確認（オゾン）の裏書情

報を登録・訂正する 

ＪＴＵ 外為法 裏書情報 

照会 

システムに登録されている裏書情報の内容を電子

ライセンスによって決められた単位に照会する。 

5.2 裏書情報の照会を行うには 

ＪＴＣ 

ＪＴＣ０１ 

外為法 裏書取消 裏書情報の取消を行うために、入力した申告番号

を使用している電子ライセンス情報、裏書の有無を

呼び出し、裏書情報を削除する。 

5.3 裏書情報の取消を行うには 

ＪＴＪ 外為法 突合情報 

照会 

事項登録情報と電子ライセンス情報及び裏書情報

との突合結果を照会する。また、不突合の場合に

不突合理由を登録する。 

 

ＪＴＭ 外為法 裏落数量 

一覧照会 

１輸出入申告に係る裏書情報（裏落としされた数量

の情報）を一覧照会する。 

 

ＪＴＺ 外為法 突合情報 

登録 

事項登録情報と電子ライセンス情報及び裏書情報

との突合を行い、結果を登録する。 
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裏書業務フロー 

裏書業務の全体フローは以下のとおりです。 
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1.2 裏書業務の業務フロー 

裏書業務の基本フローについて 

ここでは、裏書業務の主な流れについて本書の参照先を示します。 

  

7 申告業務を行う 

7.1 申告業務を行うには（本操作説明書では記載していません。） 

7.2 申告業務の後に裏書を訂正するには 

2 電子ライセンス（許可承認証等）の内容を確認する 

2.1 電子ライセンス（許可承認証等）と残数を照会するには  

5 裏書登録を行う 

5.1 裏書情報の登録・訂正を行うには 

5.2 裏書情報の照会を行うには 

5.3 裏書情報の取消を行うには 

8 税関許可を確認する 

8.1 電子ライセンスで<通関年月日> <税関名>を確認するには 

9 税関許可後に裏書を訂正する 

9.1 税関許可後に裏書を訂正するには 

4 申告事項登録業務を行う 

4.1 申告事項登録業務を行うには（本操作説明書では記載していません。） 

3 通関業者を指定する 

3.1 通関手続きを依頼する通関業者を指定するには 

3.2 指定済みの通関業者を照会するには 

3.3 指定済みの通関業者を解除するには 

6 突合業務を行う 

6.1 突合情報の登録・更新を行うには 

6.2 突合情報の照会と不突合理由の登録を行うには 
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照会可能な電子ライセンス（許可承認証等）について 

照会が可能な電子ライセンス（許可承認証等）は、以下のとおりです。 

 対象業務コード：JTS 

区分 電子ライセンス（許可承認証等） 

輸出 輸出許可申請 

輸出承認申請（特別に定めた申請様式があるものを除く（共通）） 

輸出承認申請（輸出令別表第 2-21 の 3（麻薬等原材料）） 

輸出承認申請（輸出令別表第 2-35（オゾン）） 

輸出承認申請（輸出令別表第 2-35 の 2（バーゼル・廃掃法）） 

輸出承認申請（輸出令別表第 2-36（ワシントン）） 

輸出承認申請（輸出令別表第 2-35 の 3（有害化学物質） 、35 の 4 （特定水銀）） 

一般包括輸出・役務（使用に係るプログラム）取引許可及び特別一般包括輸出・

役務（使用に係るプログラム）取引許可申請 

特定包括輸出許可及び特定包括役務取引許可申請 

役務取引許可申請 

一般包括役務取引許可及び特別一般包括役務取引許可申請 

包括輸出承認申請（輸出令別表第 2-21 の 3（麻薬等原材料）） 

包括輸出承認申請（輸出令別表第 2-36（ワシントン）） 

輸入 輸入割当承認同時申請 

輸入 2 の 2 号承認申請 

輸入 2 号承認申請 

事前確認（原産地別裏書） 事前確認申請（水産物） 

事前確認（取引明細別裏書） 事前確認申請（ワシントン） 

事前確認申請（かに） 

事前確認申請（まぐろ） 

事前確認申請（オゾン） 

同意相談 事前同意相談申請様式 
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裏書業務が可能な電子ライセンス（許可承認証等）について 

裏書業務が可能な電子ライセンス（許可承認証等）は、以下のとおりです。 

 対象業務コード：JTB、JTA01～JTA04、JTU、JTC、JTC01 

区分 電子ライセンス（許可承認証等） 

輸出 輸出許可申請 

輸出承認申請（特別に定めた申請様式があるものを除く（共通）） 

輸出承認申請（輸出令別表第 2-21 の 3（麻薬等原材料）） 

輸出承認申請（輸出令別表第 2-35（オゾン）） 

輸出承認申請（輸出令別表第 2-35 の 2（バーゼル・廃掃法）） 

輸出承認申請（輸出令別表第 2-36（ワシントン）） 

輸出承認申請（輸出令別表第 2-35 の 3（有害化学物質） 、35 の 4 （特定水銀）） 

輸入 輸入割当承認同時申請 

輸入 2 の 2 号承認申請 

輸入 2 号承認申請 

事前確認（原産地別裏書） 事前確認申請（水産物） 

事前確認（取引明細別裏書） 事前確認申請（ワシントン） 

事前確認申請（かに） 

事前確認申請（まぐろ） 

事前確認申請（オゾン） 
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2. 電子ライセンス（許可承認証等）の内容を確認する 

2.1 電子ライセンス（許可承認証等）と残数を照会するには 
NACCS パッケージソフトを使って電子ライセンス（許可承認証等）を照会することができます。既に裏書が 

ある場合は、その合計と残数（残金額）が画面に表示されます。輸出入者より確認した、電子ライセンス番号

（許可承認証等番号）を使って、電子ライセンス（許可承認証等）の内容を確認してください。 

 

2.1.1 電子ライセンス（許可承認証等）と残数を照会する 

ここでは、電子ライセンス （許可承認証等）と残数を照会し、電子交付された電子ライセンス（許可承認証等）

を PDF ファイルで取得する方法について説明します。 

メモ：電子ライセンス番号（許可承認証等番号）は、輸出入者に確認してください。 

 

メモ：紙交付された場合はＰＤＦファイルを取得することはできません。 

 

メモ：照会対象となる電子ライセンス（許可承認証等）を所有する申請者か、当該ライセンスに指定され

た通関業者が実行できます。 

 

メモ：有効期限（有効期間満了日）を過ぎた電子ライセンスを照会した場合、また輸入承認証において

通関期限を過ぎた電子ライセンスを照会した場合は、有効期限を過ぎていることの警告メッセージ

が業務メッセージ欄に表示されます。 

 

 NACCS パッケージソフトから「JTS 外為法 電子ライセンス情報照会」を呼び出します。 

 電子ライセンスの照会対象とする案件の<電子ライセンス番号>（許可承認証等番号）を入力します。 
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 [送信]ボタンをクリックします。 

 
⇒取得した電子ライセンス（許可承認証等）が「JTS 外為法 電子ライセンス情報照会」の<添付 

ファイル>欄に表示されます。また、画面には、電子ライセンス（許可承認証等）の様式に合わせた、

裏書の合計と残数（輸入承認（金額割当）の場合は残金額）が表示されます。 

「輸出許可、輸出承認」、「輸入承認、輸入 2 号承認、輸入承認割当」、「事前確認（水産物）」、「事前

確認（ワシントン）、事前確認（かに）、事前確認（まぐろ）、事前確認（オゾン）」の例をそれぞれ以下

に示します。 

なお、裏書対象外の電子ライセンス（許可承認証等）については、残数は出力されません。 

<裏書対象外の電子ライセンス（許可承認証等）> 

 ・一般包括輸出・役務（使用に係るプログラム）取引許可及び特別一般包括輸出・役務（使用に 

  係るプログラム）取引許可 

 ・特定包括輸出許可及び特定包括役務取引許可 

 ・役務取引許可 

 ・一般包括役務取引許可及び特別一般包括役務取引許可 

 ・包括輸出承認 

 ・輸入割当 
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【輸出許可証、輸出承認証】 

 
 

【輸入承認証】（※数量割当なら残数、金額割当なら残金額が表示されます。） 
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【事前確認（水産物）】 

 

 

【事前確認（ワシントン）、事前確認（かに）、事前確認（まぐろ）、事前確認（オゾン）】 
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 <添付ファイル>欄から開く添付ファイルを選択します。（※画面は裏書対象外の電子ライセンス（許可

承認証等）の場合です。） 

 
 

 [業務]メニューから[ファイルの添付]→[添付済みファイルを開く]を選択します。なお、<添付ファイル>

欄に表示されている PDF そのものをダブルクリックすることでも、PDF ファイルを開くことができます。

（※画面は裏書対象外の電子ライセンス（許可承認証等）の場合です。） 

 
⇒手順④で選択した PDF ファイルが開きます。 

メモ：保存をする場合は、Adobe Reader の[ファイル]メニューから[名前をつけて保存]を選択し、任意の

フォルダに保存を行ってください。 
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3. 通関業者を指定する 

3.1 通関手続きを依頼する通関業者を指定するには 
輸出入者より通関業者指定の権限を委任された通関業者は、その電子ライセンスに限り、輸出入者に 

代わって通関業者指定を実施することができます。 

 

3.1.1 通関業者の指定を行う 

ここでは、通関手続き（裏書）を実施する通関業者に対し、通関業者指定を行う方法について説明します。 

 

 輸出入者より権限を委任された<許可承認証等番号>（電子ライセンス番号）と、通関手続きを実施 

する通関業者の<利用者コード（通関業者）>を入力します。 
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 [送信]ボタンをクリックします。 

 

⇒送信が完了すると、<業務メッセージ>欄に<COMPLETION>と表示されます。 

メモ：通関手続きを行う通関業者に電子ライセンス番号（許可承認証等番号）を連絡して、通関手続き

（裏書）の依頼をします。 

 

メモ：通関業者の指定を続けて行う場合は、手順②に戻って、繰り返し実行することができます。 
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3.2 指定済みの通関業者を照会するには 

輸出入者より通関業者指定の権限を委任された通関業者は、その電子ライセンスについて指定済みの通関

業者を照会することができます。 

 

3.2.1 指定済み通関業者照会を行う 

ここでは、指定済みの通関業者を照会する方法について説明します。 

 

 NACCS パッケージソフトから「JCI 外為法 指定済み通関業者照会」を呼び出します。 

 指定済み通関業者の照会対象とする案件の<許可承認証等番号>（電子ライセンス番号）を入力 

します。 
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 [送信]ボタンをクリックします。 

 

 

 指定済みの通関業者に関する情報が表示されます。 

 

メモ：通関業者指定の権限を委任された通関業者は<通関業者指定権限>に「あり」と表示されます。 

  



外為法関連業務操作説明書（裏書編） 

 - 3-5 - 

3.3 指定済みの通関業者を解除するには 

輸出入者より通関業者指定の権限を委任された通関業者は、その電子ライセンスについて指定済みの通関

業者を解除することができます。 

 

3.3.1 指定済み通関業者の解除を行う 

ここでは、指定済みの通関業者を解除する方法について説明します。 

 

 NACCS パッケージソフトから「JCC 外為法 指定済み通関業者解除呼出し」を呼び出します。 

 指定済み通関業者の解除対象とする案件の<許可承認証等番号>（電子ライセンス番号）を入力 

します。 
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 [送信]ボタンをクリックします。 

 

 

 指定済みの通関業者に関する情報が一覧表示されます。 
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 解除したい通関業者の情報欄に表示されている<解除>チェックボックスにチェックをつけ、[送信] 

ボタンをクリックします。 

 
 

 <解除>チェックボックスにチェックをつけた通関業者の指定が解除され、一覧に表示されなくなります。 

 
⇒送信が完了すると、<業務メッセージ>欄に<COMPLETION>と表示されます。 

 

メモ：通関業者の解除を続けて行う場合は、手順⑤に戻って、繰り返し実行することができます。 
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4. 申告事項登録業務を行う 

4.1 申告事項登録業務を行うには（本操作説明書では記載していません。） 
輸出入・港湾関連情報処理システム（NACCS）の NACCS パッケージソフトを使って、申告事項の登録（ＩDＡ、

EDA等）を行い、「申告番号」を取得します。 

輸出入者より確認した電子ライセンス番号（許可承認証等番号）を<輸入承認証番号等><輸出承認証番号等

>等の項目に入力します。 

メモ：「申告事項登録」については、輸出入・港湾関連情報処理システム（NACCS）の説明のため、該当

の「業務仕様書」をご参照ください。 

 

注意：本システムの“電子ライセンス”に対して裏書登録を行う場合に、申告事項に入力する識別コード

は、末尾が「Ｊ」です。 

「申告事項登録」時に末尾が「J」の識別コードが入力されずに申告が行われた場合は、システム

による裏書登録ができなくなりますので必ずご確認ください。 

 

書面のライセンスの場合に、申告事項に記入する識別コードは、以下になります。 

 

 

注意：輸出承認証番号等または輸入承認証等の欄数を超えてライセンスを設定する場合は、原則と 

して複数申告に分割してください。複数申告に分割できない場合は、欄に入力できないライセンス

番号を記事欄に必ず入力してください。 

また、承認証番号等欄及び承認証等識別欄に、すべて入力できない場合でも、裏書を登録する 

外為法関連の電子ライセンス番号については 1つ以上優先して入力してください。 

（裏書登録を実施するには、承認証番号等欄及び承認証等識別欄に電子ライセンス番号が 1 つ

以上入力されている必要があります） 

 

注意：電子ライセンスの所有者情報（法人番号または輸出入者コード）と、申告事項に入力する輸出 

入者は一致しなければなりません。 

電子ライセンスの所有者情報が一致しない場合は、輸出入者に、「JAJ 外為法 申請者情報登録

呼出し」にて法人番号または輸出入者コードを確認・登録してもらうよう連絡してください。 

識別コード 識別名 

FENJ 外国為替及び外国貿易法第 48 条第 1項許可番号 

ELNJ 輸出承認証番号 

ILNJ 輸入承認証番号 

JKAJ 事前確認番号 

 

識別コード 識別名 

FENO 外国為替及び外国貿易法第 48 条第 1項許可番号 

ELNO 輸出承認証番号 

ILNO 輸入承認証番号 

JKAK 事前確認番号 
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5. 裏書登録を行う 

5.1 裏書情報の登録・訂正を行うには 
NACCS パッケージソフトを使って、輸出入者より確認した、電子ライセンス番号（許可承認証等番号）及び

「申告番号」を使って、裏書情報の登録・訂正ができます。 

メモ：裏書登録後に裏書内容を訂正したい場合も、登録処理と同様の操作で実施できます。 

 

注意：裏書情報の入力項目について、不明点がある場合は経済産業省の通達「電子許可・承認・確認

に係る貨物の税関への輸出入申告に当たっての裏書情報の記録等について」をご確認ください。 

 

5.1.1 輸出の裏書情報を登録・訂正する 

ここでは、輸出（輸出許可証、輸出承認証）の裏書情報を登録及び訂正する方法について説明します。 

 

 NACCS パッケージソフトから「JTB 外為法 裏書情報呼出し」を呼び出します。 

 裏書情報の登録・訂正対象とする案件の<申告番号><電子ライセンス番号>（許可承認証等番号） 

及び<取引明細項番>（商品番号）を入力します。 
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メモ：<取引明細項番>はライセンスの商品番号のことを指します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

注意：ライセンスに複数の取引明細（貨物）がある場合は、裏書する貨物の取引明細項番を 1件ずつ 

指定して裏書登録を実施してください。 
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 [送信]ボタンをクリックします。 

 

 

注意：以下については裏書登録・訂正ができません。 

・システムに存在しない、または、有効でない状態の申告情報に対しての裏書 

・申告中の申告情報に対する裏書（申告事項登録中、申告事項変更中（予備申告、本申告後、 

 許可後の変更を含む）の申告情報に対する裏書のみ実施可能） 

・外為法関連電子ライセンスの承認証等識別コードが登録されていない申告情報に対しての裏書 

・有効期限を過ぎた電子ライセンスを用いた裏書（裏書の事後訂正中を除く） 

・訂正申請中、職権修正中の電子ライセンスや、紙切り替えされたライセンスを用いた裏書 

・申告情報に入力できなかったライセンス（申告上限超えライセンス）のうち 6 個以上のライセンス 

 に対する裏書 

 

また、確定済みの申告に対する裏書登録・訂正は、事後訂正の手続きが必要です。（税関審査の

後に裏書を訂正するには、「9.1 税関許可後に裏書を訂正するには」をご参照ください。） 
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 裏書情報共通部の登録画面で裏書内容を入力します。 

訂正の場合は、前回登録した裏書内容が画面に表示されます。 

 
 

メモ：以下の項目は、申告事項情報・電子ライセンス情報を初期値として表示します。 

・申告予定年月日：申告事項情報の申告予定年月日を初期値として表示 

・積出港：申告事項情報の積出港コードを初期値として表示 

・商品名：電子ライセンス情報の商品名を初期値として表示 

・建値：申告事項情報のインボイス価格条件コードを初期値として表示 

・通貨：申告事項情報のインボイス通貨コードを初期値として表示 

・送状金額：申告事項情報のインボイス価格を初期値として表示 

  



外為法関連業務操作説明書（裏書編） 

 - 5-5 - 

 

 [繰返部]を選択し、裏書情報繰返部の登録画面で該当する申告の欄に裏書内容を入力します。 

訂正の場合は、前回登録した裏書内容が画面に表示されます。 
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 [送信]ボタンをクリックします。 

 

⇒送信が完了すると、<業務メッセージ>欄に<COMPLETION>と表示されます。 

  

メモ：[突合業務の起動]にチェックを入れておくと、送信と同時に突合業務が自動で開始されます。 

すべての裏書の登録が完了する最後の送信時にチェックを入れると便利です。 
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注意：画面③で指定した取引明細項番（商品番号）と申告事項登録した際の欄番号とを対応づけて 

裏書を登録するようにしてください。 

例）複数の取引明細を持つライセンス L1 に対して申告事項登録を実施した場合 

 

裏書の入力例 

 

 

メモ：申告の統計品目番号が同一の場合は、申告欄をまとめて登録することも可能です。 

例）統計品目番号が同一の取引明細がある場合 

 

裏書の入力例 

 

  

ライセンス L1 

商品番号 統計品目 数量 

1 A 100KG 

2 B 200KG 

3 C 300KG 

 

申告 

欄番号 統計品目 数量 

1 A 100KG 

2 B 200KG 

3 C 300KG 

 

商品番号１（統計品目 A）の裏書登録 

欄番号 数量 

1 100KG 

2 未入力 

3 未入力 

 

商品番号 2（統計品目 B）の裏書登録 

欄番号 数量 

1 未入力 

2 200KG 

3 未入力 

 

商品番号 3（統計品目 C）の裏書登録 

欄番号 数量 

1 未入力 

2 未入力 

3 300KG 

 

ライセンス L2 

商品番号 統計品目 数量 

1 A 100KG 

2 B 200KG 

3 B 300KG 

 

申告 

欄番号 統計品目 数量 

1 A 100KG 

2 B 500KG 

 

商品番号１（品目 A）の裏書登録 

欄番号 数量 

1 100KG 

2 未入力 

 

商品番号 2（品目 B）の裏書登録 

欄番号 数量 

1 未入力 

2 200 KG 

 

商品番号 3（品目 B）の裏書登録 

欄番号 数量 

1 未入力 

2 300 KG 
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5.1.2 輸入の裏書情報を登録・訂正する 

ここでは、輸入の裏書情報を登録及び訂正する方法について説明します。 

 

 NACCS パッケージソフトから「JTB 外為法 裏書情報呼出し」を呼び出します。 

 裏書情報の登録・訂正対象とする案件の<申告番号>及び<電子ライセンス番号>（許可承認証等番号）

を入力します。 
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 [送信]ボタンをクリックします。 

 
 

注意：以下については裏書登録・訂正ができません。 

・システムに存在しない、または、有効でない状態の申告情報に対しての裏書 

・申告中の申告情報に対する裏書。（申告事項登録中、申告事項変更中（予備申告、本申告後、 

 許可後の変更を含む）の申告情報に対する裏書のみ実施可能） 

・外為法関連電子ライセンスの承認証等識別コードが登録されていない申告情報に対しての裏書 

・有効期限及び通関期限を過ぎた電子ライセンスを用いた裏書（蔵出申告/移出申告／総保出申

告／再蔵入申告/再移入申告／再総保入申告（輸入申告事項の最初蔵入等承認年月日欄が入

力されている場合）および、裏書の事後訂正中を除く） 

・訂正申請中、職権修正中の電子ライセンスや、紙切り替えされたライセンスを用いた裏書 

・申告情報に入力できなかったライセンス（申告上限超えライセンス）のうち 6 個以上のライセンス 

 に対する裏書 

 

また、確定済みの申告に対する裏書登録・訂正は、事後訂正の手続きが必要です。（税関審査の

後に裏書を訂正するには、「9.1 税関許可後に裏書を訂正するには」をご参照ください。） 
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 裏書情報共通部の画面で、電子ライセンスの残数を確認します。 

裏書の訂正の場合は、前回登録した裏書内容が画面に表示されます。ここでは、送状数量の累計と 

残数や、通関数量の累計と残数も表示されますので、今から入力する内容で、残数を超過しないか 

確認をします。 

 

メモ：以下の項目は、申告事項情報・電子ライセンス情報を初期値として表示します。 

・申告予定年月日：申告事項情報の申告予定年月日を初期値として表示 

・商品名：電子ライセンス情報の商品名を初期値として表示 

・建値：申告事項情報のインボイス価格条件コードを初期値として表示 

・通貨：申告事項情報のインボイス通貨コードを初期値として表示 
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 [共通部]の裏書情報を入力します。なお、数量割当の電子ライセンスの場合でも<通関金額>は必須

入力となります。 

 

 

メモ：【金額割当の電子ライセンスで、ショーテイジが発生した場合の入力について】 

<送状金額>と<通関金額>の入力に加えて、ショート分の金額を<ショーテイジ金額>に入力します。

また、<金額備考>にショーテイジの理由を入力します。 

 

メモ：【金額割当の電子ライセンスで、ショート分として登録した金額を利用する場合の入力について】 

ショート分として登録した金額を利用する場合は、利用する金額を<ショーテイジ利用金額>と 

<通関金額>に入力し、<送状金額>は空欄にしてください。 

 

メモ：数量割当の電子ライセンスで、1 つの申告を複数ライセンスに分割して、裏書登録する場合、 

<送状金額>は以下のように入力してください。 

電子ライセンス毎に、裏書対象の申告欄部の金額合計を<送状金額>に入力します。 

申告欄部の金額が分からない場合、申告事項情報の「インボイス価格」を、裏書登録する電子ライ

センス数で按分した金額を<送状金額>に入力してください。 

 

注意：金額割当の電子ライセンスで、ショート分の残金額と、電子ライセンスの残金額を合計して、1 つ

の申告で利用することはできません。この場合、ショート分と、通常分で 2 回に分けて申告事項登

録し、別々に裏書をするようお願いします。 

 

注意：金額割当の電子ライセンスで、複数通貨がある場合、1 回の申告事項登録で、同時に複数の 

通貨を使った裏書登録をする事ができません。通貨毎に別々に申告事項登録を行うようお願い 

します。 
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 [繰返部]を選択し、裏書情報繰返部で該当する申告の欄に裏書内容を入力します。 

訂正の場合は、前回登録した裏書内容が画面に表示されます。 

 

 

メモ：【数量割当の電子ライセンスで、ショーテイジが発生した場合の入力について】 

<送状数量>と<通関数量>の入力に加えて、ショート分の数量を<ショーテイジ数量>に入力します。

また、<数量備考>にショーテイジの理由を入力します。 

 

メモ：【数量割当の電子ライセンスで、ショート分として登録した数量を利用する場合の入力について】 

ショート分として登録した数量を利用する場合は、利用する数量を<ショーテイジ利用数量>と 

<通関数量>に入力し、<送状数量>は空欄にしてください。 

 

メモ：【換算係数、換算数量の入力について】 

“たらのすり身”等、換算対象の品目を裏書する場合、<換算係数><換算数量>を入力します。 

入力方法は<送状数量>×<換算係数>＝<換算数量>になるように入力してください。 

 

注意：数量割当の電子ライセンスで、ショート分の残数と、電子ライセンスの残数を合計して、1 つの 

申告で利用することはできません。この場合、ショート分と通常分で 2 回に分けて申告事項登録

し、別々に裏書をするようお願いします。 
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 [送信]ボタンをクリックします。 

 

⇒送信が完了すると、<業務メッセージ>欄に<COMPLETION>と表示されます。 

  

メモ：[突合業務の起動]にチェックを入れておくと、送信と同時に突合業務が自動で開始されます。 

すべての裏書の登録が完了する最後の送信時にチェックを入れると便利です。 
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5.1.3 事前確認（水産物）の裏書情報を登録・訂正する 

ここでは、事前確認（水産物）の裏書情報を登録及び訂正する方法について説明します。 

 NACCS パッケージソフトから「JTB 外為法 裏書情報呼出し」を呼び出します。 

 裏書情報の登録・訂正対象とする案件の<申告番号><電子ライセンス番号>（許可承認証等番号） 

及び<原産地 国コード>を入力します。 

 

 

注意：<原産地 国コード>は、電子ライセンスに登録されている国コードを指定してください。 
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注意：以下については裏書登録・訂正ができません。 

・システムに存在しない、または、有効でない状態の申告情報に対しての裏書 

・申告中の申告情報に対する裏書（申告事項登録中、申告事項変更中（予備申告、本申告後、 

 許可後の変更を含む）の申告情報に対する裏書のみ実施可能） 

・外為法関連電子ライセンスの承認証等識別コードが登録されていない申告情報に対しての裏書 

・有効期限（有効期間満了日が記載されていないライセンスは確認年月日から 1年）を過ぎた電子 

 ライセンスを用いた裏書（蔵出申告/移出申告／総保出申告／再蔵入申告/再移入申告／再総

保入申告（輸入申告事項の最初蔵入等承認年月日欄が入力されている場合）および、裏書の事

後訂正中を除く） 

・訂正申請中、職権修正中の電子ライセンスや、紙切り替えされたライセンスを用いた裏書 

・申告情報に入力できなかったライセンス（申告上限超えライセンス）のうち 6 個以上のライセンス 

 に対する裏書 

 

また、確定済みの申告に対する裏書登録・訂正は、事後訂正の手続きが必要です。（税関審査の

後に裏書を訂正するには、「9.1 税関許可後に裏書を訂正するには」をご参照ください） 

 

メモ：<取引明細項番>はライセンスの商品番号のことを指します。 
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 [送信]ボタンをクリックします。 

 

 

 

 

 裏書情報共通部の登録画面で裏書内容を入力します。 

訂正の場合は、前回登録した裏書内容が画面に表示されます。 
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メモ：以下の項目は、申告事項情報・電子ライセンス情報を初期値として表示します。 

・申告予定年月日：申告事項情報の申告予定年月日を初期値として表示 

・建値：申告事項情報のインボイス価格条件コードを初期値として表示 

・通貨：申告事項情報のインボイス通貨コードを初期値として表示 

 

 [繰返部]を選択し、裏書情報繰返部で該当する申告の欄に裏書内容を入力します。 

訂正の場合は、前回登録した裏書内容が画面に表示されます。 
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 [送信]ボタンをクリックします。 

 
⇒送信が完了すると、<業務メッセージ>欄に<COMPLETION>と表示されます。  

メモ：[突合業務の起動]にチェックを入れておくと、送信と同時に突合業務が自動で開始されます。 

すべての裏書の登録が完了する最後の送信時にチェックを入れると便利です。 
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5.1.4 事前確認（ワシントン）、事前確認（かに）、事前確認（まぐろ）、事前確認（オゾン）の裏書情報を登

録・訂正する 

ここでは、事前確認（ワシントン）、事前確認（かに）、事前確認（まぐろ）、並びに事前確認（オゾン）の裏書 

情報を登録及び訂正する方法について説明します。 

 

 NACCS パッケージソフトから「JTB 外為法 裏書情報呼出し」を呼び出します。 

 裏書情報の登録・訂正対象とする案件の<申告番号><電子ライセンス番号>（許可承認証等番号） 

及び<取引明細項番>（商品番号）を入力します。 

 
 

注意：ライセンスに複数の取引明細（貨物）がある場合は、裏書する貨物の取引明細項番を 1件ずつ 

指定して裏書登録を実施してください。 
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注意：以下については裏書登録・訂正ができません。 

・システムに存在しない、または、有効でない状態の申告情報に対しての裏書 

・申告中の申告情報に対する裏書（申告事項登録中、申告事項変更中（予備申告、本申告後、 

 許可後の変更を含む）の申告情報に対する裏書のみ実施可能） 

・外為法関連電子ライセンスの承認証等識別コードが登録されていない申告情報に対しての裏書 

・有効期限（有効期間満了日が記載されていないライセンスは確認年月日から 1年、事前確認 

 （オゾン）は確認を受けた年の 12 月 31 日まで）を過ぎた電子ライセンスを用いた裏書（蔵出申告

/移出申告／総保出申告／再蔵入申告/再移入申告／再総保入申告（輸入申告事項の最初蔵入

等承認年月日欄が入力されている場合）および、裏書の事後訂正中を除く） 

・訂正申請中、職権修正中の電子ライセンスや、紙切り替えされたライセンスを用いた裏書 

・申告情報に入力できなかったライセンス（申告上限超えライセンス）のうち 6 個以上のライセンス 

 に対する裏書 

 

また、確定済みの申告に対する裏書登録・訂正は、事後訂正の手続きが必要です。（税関審査の

後に裏書を訂正するには、「9.1 税関許可後に裏書を訂正するには」をご参照ください）  
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メモ：<取引明細項番>はライセンスの商品番号のことを指します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 [送信]ボタンをクリックします。 
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 裏書情報共通部の登録画面で裏書内容を入力します。 

訂正の場合は、前回登録した裏書内容が画面に表示されます。 

 

メモ：以下の項目は、申告事項情報・電子ライセンス情報を初期値として表示します。 

・申告予定年月日：申告事項情報の申告予定年月日を初期値として表示 

・建値：申告事項情報のインボイス価格条件コードを初期値として表示 

 ※事前確認（ワシントン）の場合 

・通貨：申告事項情報のインボイス通貨コードを初期値として表示 

 ※事前確認（ワシントン）の場合 

 

メモ：事前確認（かに）の裏書を登録する際、事前確認数量を超えて通関する場合においては、通関 

数量が許容限度内（事前確認数量の 3％以内であり、かつ代金決済を伴わない場合）である旨 

備考欄へ必ず入力してください。 

記載例：事前確認数量が 100kg である場合においては、送状数量欄にはインボイス数量である

「100kg」と、備考欄には「通関数量 103kg（超過数量 3％、無償）」と記載する。 

 

注意：事前確認（かに）については、当該貨物に対してロシア連邦漁業庁が発給した証明書の番号欄に

記載のある電子ライセンスについては、1つの電子ライセンスでは1度しか輸入許可は出されませ

んので、御注意ください。 

1 度の輸入許可で数量を使い切らなかった場合、残数は放棄することになります。 
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 [繰返部]を選択し、裏書情報繰返部で該当する申告の欄に裏書内容を入力します。 

訂正の場合は、前回登録した裏書内容が画面に表示されます。 

 

 

 [送信]ボタンをクリックします。 

 

⇒送信が完了すると、<業務メッセージ>欄に<COMPLETION>と表示されます。  

メモ：[突合業務の起動]にチェックを入れておくと、送信と同時に突合業務が自動で開始されます。 

すべての裏書の登録が完了する最後の送信時にチェックを入れると便利です。 
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5.2 裏書情報の照会を行うには 

NACCS パッケージソフトを使って、登録・訂正した裏書情報を照会することができます。 

メモ：NACCS が利用可能な輸出入者であれば、同様の操作で裏書情報の照会ができます。 

 

5.2.1 輸出の裏書情報を照会する 

ここでは、輸出の裏書情報を照会する方法について説明します。 

 

 NACCS パッケージソフトから「JTU 外為法 裏書情報照会」を呼び出します。 

 裏書情報の照会対象とする案件の<申告番号><電子ライセンス番号>（許可承認証等番号）及び 

<取引明細項番>（商品番号）を入力します。 
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 [送信]ボタンをクリックします。 

 

 

 裏書情報共通部の画面が表示されます。 

 

 

メモ：電子ライセンス（許可承認証等）の残数を確認することができます。  
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 [繰返部]を選択すると裏書情報繰返部の情報が表示されます。 
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5.2.2 輸入の裏書情報を照会する 

ここでは、輸入の裏書情報を照会する方法について説明します。 

 

 NACCS パッケージソフトから「JTU 外為法 裏書情報照会」を呼び出します。 

 裏書情報の照会対象とする案件の<申告番号>及び<電子ライセンス番号>（許可承認証番号）を入力

します。 
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 [送信]ボタンをクリックします。 
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 裏書情報共通部の画面が表示されます。 

 

 

メモ：電子ライセンス（許可承認証等）の残数を確認することができます。 
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 [繰返部]を選択すると裏書情報繰返部の情報が表示されます。 
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5.2.3 事前確認（水産物）の裏書情報を照会する 

ここでは、事前確認（水産物）の裏書情報を照会する方法について説明します。 

 

 NACCS パッケージソフトから「JTU 外為法 裏書情報照会」を呼び出します。 

 裏書情報の照会対象とする案件の<申告番号><電子ライセンス番号>（許可承認証等番号）及び 

<原産地 国コード>を入力します。 
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 [送信]ボタンをクリックします。 

 

 

 裏書情報共通部の画面が表示されます。 

 

 

メモ：電子ライセンス（許可承認証等）の残数を確認することができます。 
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 [繰返部]を選択すると裏書情報繰返部の情報が表示されます。 
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5.2.4 事前確認（ワシントン）、事前確認（かに）、事前確認（まぐろ）、事前確認（オゾン）の裏書情報を照

会する 

ここでは、事前確認（ワシントン）、事前確認（かに）、事前確認（まぐろ）、並びに事前確認（オゾン）の裏書 

情報を照会する方法について説明します。 

 

 NACCS パッケージソフトから「JTU 外為法 裏書情報照会」を呼び出します。 

 裏書情報の照会対象とする案件の<申告番号><電子ライセンス番号>（許可承認証等番号）及び 

<取引明細項番>（商品番号）を入力します。 
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 [送信]ボタンをクリックします。 

 

 

 裏書情報共通部の画面が表示されます。 

 

 

メモ：電子ライセンス（許可承認証等）の残数を確認することができます。 
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 [繰返部]を選択すると裏書情報繰返部の情報が表示されます。 
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5.2.5 申告に対する裏落とし情報を一覧照会する 

ここでは、1 輸出入申告に係るすべての裏書情報（裏落とし数量の情報）を一覧照会する方法について説明

します。 

 

 NACCS パッケージソフトから「JTM 外為法 裏落数量一覧照会」を呼び出します。 

 裏書情報の照会対象とする<申告番号>を入力します（1 申告に複数種類のライセンスにて裏書が 

行われている場合は<裏書の種類>の指定も必要です）。なお、絞り込み検索を行う場合は、<申告 

欄番号><電子ライセンス番号><電子ライセンス明細番号>及び<原産地 国コード>も入力します。 
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 [送信]ボタンをクリックします。 

 

 

 裏落数量一覧の画面が表示されます。 

 

 

メモ：複数の裏書が行われている場合、すべての裏落とし数量を一覧で確認することができます。 
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5.3 裏書情報の取消を行うには 

NACCS パッケージソフトを使って裏書情報の取消ができます。「申告番号」を使って、裏書情報の取消をして

ください。 

 

5.3.1 裏書情報を取り消す 

ここでは、登録した裏書情報を取り消す方法について説明します。 

 

 NACCS パッケージソフトから「JTC 外為法 裏書取消情報呼出し」を呼び出します。 

 裏書情報の取消対象とする案件の<申告番号>を入力します。 
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 [送信]ボタンをクリックします。 

 

 

 <申告事項登録時に登録された電子ライセンス>には、申告時に入力された<輸出（輸入）承認証等 

番号>が表示されます。削除したい場合は、<裏書削除有無>にチェックを入れます。 

 <裏書時に追加された電子ライセンス>には、裏書情報登録業務を実施したときに、追加した電子 

ライセンスが表示されます。削除したい場合は、<電子ライセンス削除有無>にチェックを入れます。 

 

 

メモ：すでに裏書を登録していた申告を取りやめた場合等、不要な裏書情報は削除してください。 

削除するまで、この削除分の残数が使用できません。 
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 [送信]ボタンをクリックします。 

 

 

 送信が完了すると更新された内容が表示されます。 

 
 

メモ：申告事項登録時に登録された電子ライセンス（許可承認証等）の場合、裏書を削除すると、 

申告時登録電子ライセンス番号欄の<裏書有無（申告時）>の値が<なし>に変わります。 

裏書登録時に追加された電子ライセンス（許可承認証等）の場合、裏書を削除すると、 

裏書時登録電子ライセンス番号欄から電子ライセンス（許可承認証等）の番号が削除されます。 

 

メモ：裏書情報の取消を続けて行いたい場合は、手順④に戻って、繰り返し実行することができます。 
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6. 突合業務を行う 

6.1 突合情報の登録・更新を行うには 
突合情報は、通常は関連する機能にて自動で登録・更新することができます。手動で登録・更新する場合は

NACCS パッケージソフトを使って実施します。 

 

メモ：突合情報が自動で登録・更新される業務は以下の通りです。 

（1）事項登録時に入力された電子ライセンス番号が、裏書が必要な種類ではない場合で、以下の

申告事項登録業務が実施された場合、または、申告等事項訂正の場合で、突合情報ＤＢが登録 

されている場合 

①「輸出申告事項登録（ＥＤＡ）」業務 

②「輸入申告事項登録（ＩＤＡ）」業務 

③「シングルウィンドウ輸入申告事項登録（ＳＷＡ）」業務 

 

（2）以下の裏書業務において、突合処理の起動の旨が入力された場合（ただし、裏書の事後訂正

中の場合を除く） 

①「外為法 裏書情報登録（輸出）（ＪＴＡ０１）」業務 

②「外為法 裏書情報登録（輸入）（ＪＴＡ０２）」業務 

③「外為法 裏書情報登録（事前確認（原産地別裏書））（ＪＴＡ０３）」業務 

④「外為法 裏書情報登録（事前確認（取引明細別裏書）（ＪＴＡ０４）」業務 

 

（3）事項変更時に、電子ライセンス番号が入力されている場合で、以下の申告事項変更業務が 

実施された場合 

①「輸出申告変更事項登録（ＥＤＡ０１）」業務 

②「輸出許可内容変更申請事項登録（ＥＡＡ）」業務 

③「輸入申告変更事項登録（ＩＤＡ０１）」業務 

 

注意：外為法関連電子ライセンスを利用した申告を行う場合は、突合情報を登録し、突合結果が合格 

または不突合理由が登録されていなければなりません。突合の仕様の詳細は、「JTZ 外為法  

突合情報登録」の業務仕様書（本文、別紙）をご参照ください。 

NACCS の業務仕様書は、NACCS 掲示板より照会できます。 
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6.1.1 突合情報を手動で登録する 

ここでは、突合情報を手動で登録・更新する方法について説明します。 

 

 NACCS パッケージソフトから「JTZ 外為法 突合情報登録」を呼び出します。 
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 突合情報を登録・更新したい<申告番号>を入力します。 

 [送信]ボタンをクリックします。 

 

 

 送信が完了すると<COMPLETION>と表示されます。 
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6.2 突合情報の照会と不突合理由の登録を行うには 

NACCS パッケージソフトを使って突合情報の照会及び不突合理由の登録ができます。 

 

6.2.1 突合情報を照会する 

ここでは、突合情報を照会する方法について説明します。 

 

 NACCS パッケージソフトから「JTJ 外為法 突合情報照会」を呼び出します。 

 

 

 突合情報を照会したい<申告番号>を入力します。 

 [送信]ボタンをクリックします。 
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 突合情報照会の画面が表示されます。 
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6.2.2 不突合理由を登録する 

ここでは、突合結果が不突合の場合に不突合理由を登録する方法について説明します。 

 

注意：突合総合結果が「ＦＬ：不合格」または「ＩＶ：無効」の場合は、不突合理由を登録しても申告でき 

ません。 

「ＦＬ：不合格」の場合は、申告事項または裏書の内容に看過できない誤りがありますので訂正して

ください。 

「ＩＶ：無効」の場合は、「JTZ 外為法 突合情報登録」を再実施してください。 

 

注意：不突合理由は内容が理解できるよう摘要をまとめてください。 

なお、突合総合結果が「ＯＫ：合格」または「ＭＮ：合格（手作業確認あり）」の場合は、不突合理由

は登録できません。（入力があることによる誤認防止のため、入力があっても削除されます） 

 

メモ：突合総合結果が「ＮＧ：不突合」の状態で不突合理由を登録（更新）した場合は、突合総合結果が

「ＲＳ：不突合（理由あり）」に更新されます。 

突合総合結果が「ＲＳ」の状態で不突合理由を削除した場合は、突合総合結果が「ＮＧ」に更新 

されます。 

 

 NACCS パッケージソフトから「JTJ 外為法 突合情報照会」を呼び出します。 
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 突合情報を照会したい<申告番号>を入力します。 

 [送信]ボタンをクリックします。 

 
 

 突合情報照会の画面が表示されます。 
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 不突合理由を入力します。 

 

 

メモ：申告前の状態の場合は<不突合理由 1>または<不突合理由 2>に入力します。 

申告後に訂正する場合は、<不突合理由（申告後）>に入力します。 

 

 [送信]ボタンをクリックします。 

 
  



外為法関連業務操作説明書（裏書編） 

 - 6-9 - 

 送信が完了すると<COMPLETION>と表示されます。突合総合結果が「RS」に変更されていれば申告

を行うことができます。 
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7. 申告業務を行う 

7.1 申告業務を行うには（本操作説明書では記載していません。） 
輸出入・港湾関連情報処理システム（NACCS）の NACCS パッケージソフトを使って、申告業務（ＩDC、EDC 等）

を行います。 

メモ：「申告」については、輸出入・港湾関連情報処理システム（NACCS）の説明のため、該当の「業務

仕様書」をご参照ください。 

 

メモ：申告業務を行うと裏書が確定され、変更できなくなります。申告業務を行った後に裏書を訂正する

には、「7.2 申告業務の後に裏書を訂正するには」、及び「9.1 税関許可後に裏書を訂正するには」

を 

ご参照ください。 

 

7.2 申告業務の後に裏書を訂正するには 
申告が変更されている期間は、裏書を訂正することができます。 

申告業務の後に裏書の内容を変更する場合、申告変更事項登録業務（IDA01、EDA01）等で事項登録を行う

と、裏書が訂正できるようになります。また、申告変更の事項登録を行ってから申告等の内容変更を行うまでの

間は、裏書を訂正することができます。 

 

 申告の変更事項登録を行います。 

 「5.1 裏書情報の登録・訂正を行うには」と同様の手順で、裏書の訂正を行います。 

 申告の変更を行います。 

注意：申告業務の後に申告の変更を行う場合、税関への申し出が必要となる場合がございます。 

 

メモ：「申告変更事項登録」及び「申告変更」については、輸出入・港湾関連情報処理システム

（NACCS）の説明のため、該当の「業務仕様書」をご参照ください。 

 

メモ：税関審査の後に裏書を訂正するには、「9.1 税関許可後に裏書を訂正するには」をご参照ください。 
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8. 税関許可を確認する 

8.1 電子ライセンスで<通関年月日> <税関名>を確認するには 
NACCS パッケージソフトを使って電子ライセンス（許可承認証等）を照会することができます。電子ライセンス

（許可承認証等）の裏書に<通関年月日><税関名>が表示されていることを確認してください。 

メモ：「2.電子ライセンス（許可承認証等）の内容を確認する」と同様の手順で確認します。 

 

8.1.1 電子ライセンス（許可承認証等）を照会し、<通関年月日><税関名>を確認する 

ここでは、電子ライセンス （許可承認証等）を照会し、電子交付された電子ライセンス （許可承認証等）を

PDF ファイルで取得し、<通関年月日><税関名>を確認する方法について説明します。 

メモ：紙交付の場合はＰＤＦファイルを取得することができません。 

 

メモ：この操作は、照会対象となる電子ライセンス（許可承認証等）を所有する輸出入者か、当該電子 

ライセンス（許可承認証等）に指定された通関業者が実行できます。 

 

 NACCS パッケージソフトから「JTS 外為法 電子ライセンス情報照会」を呼び出します。 

 電子ライセンス（許可承認証等）の照会対象とする案件の<電子ライセンス番号>（許可承認証等番号）

を入力します。（画面は輸出許可証の場合です。） 
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 [送信]ボタンをクリックします。 

 

⇒取得した電子ライセンス（許可承認証等）が「JTS 外為法 電子ライセンス情報照会情報（輸出）」

の<添付ファイル>欄に表示されます。 
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 <添付ファイル>欄から開く添付ファイルを選択します。ダブルクリックで PDF ファイルを開くことが 

できます。 
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 [業務]メニューから[ファイルの添付]→[添付済みファイルを開く]を選択します。 

 

⇒手順④で選択した PDF ファイル（電子ライセンス （許可承認証等））が開きます。 

 

 開いた電子ライセンス（許可承認証等）に、<通関年月日><税関名>が表示されていることを確認します。 

メモ：保存をする場合は、Adobe Reader の[ファイル]メニューから[名前をつけて保存]を選択し、任意の

フォルダに保存を行ってください。 

 

 

（<通関年月日><税関名>の PDF の表示イメージ） 
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9. 税関許可後に裏書を訂正する 

9.1 税関許可後に裏書を訂正するには 
次に示す手順で行います。 

 

 「JTS 外為法 電子ライセンス情報照会」にて、訂正対象の電子ライセンス（許可承認証等）の PDF 

ファイルを取得し、印刷します。 

 印刷した電子ライセンス （許可承認証等）の裏書情報を、朱書きで訂正します。  

 通関の許可をした税関（裏書情報を確認した税関）に②を提出します。  

 税関から承認を受けます（税関において確認印を受けます）。  

以下の書類を PDF にして、経済産業省の<提出先>にメールで送付ください。（原本提出は不要です。）  

  ・裏書情報事後訂正（変更）願（別表第 4）  1 通 

   （様式は、「電子許可・承認・確認に係る貨物の税関への輸出入申告に当たっての裏書情報の 

   記録等について」の通達を参照してください。 

   （http://www.meti.go.jp/policy/external_economy/trade_control/05_naccs/20121009_023_ns.pdf） 

  ・④で承認を受けた電子ライセンス（許可承認証等） 1 通 

  ・事実を証する書類（インボイス等）   1 通  

<提出先> 

経済産業省 貿易経済安全保障局 貿易管理部 電子化・効率化推進室 

〒１００－８９０１ 東京都千代田区霞が関１丁目３番１号 

外為法関連業務 システム管理者  （bzl-qqfcbj@meti.go.jp） 

 経済産業省の外為法関連業務 システム管理者による、訂正内容の確認が行われると、裏書情報の

訂正ができる状態になります。 

 「JTB 外為法 裏書情報呼出し」にて裏書登録を行い、不備があった裏書情報を朱書きの通りに

「JTB 外為法 裏書情報呼出し」（「JTA 外為法 裏書情報登録」）にて修正します。 

 裏書の修正が完了したら、経済産業省の外為法関連業務 システム管理者へ連絡し、“確定処理”を

依頼します。 

 経済産業省の外為法関連業務 システム管理者は、裏書情報の確定処理を行ない、裏書情報の 

訂正ができない状態に戻します。 

 取得した PDF ファイルの裏書ページを確認し、申告番号の下に“（事後訂正済）”の文言が表示されて

いることを確認します。 
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（事後訂正済の PDF 表示イメージ） 


